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令和元年度 東京大学 

教養学部 教養学科 地域文化研究分科 

大学院総合文化研究科 地域文化研究専攻 

アジア関係学位取得者・論文題目一覧 

 

学士号取得者 

 

田中 拳斗  リー・クアンユーとシンガポール型民主主義 

―― 選挙，治安，公共住宅政策の事例考察 

長谷川晧祐  首都圏における都市機能集積と多核化の現状と今後の課題 

―― 鉄道整備と都市化の歴史的分析をもとに 

林  夏美  シク教徒とパンジャーブ政治 

―― 2019年インド連邦下院総選挙の分析 

深澤雄二郎  在日外国人無年金問題に対する反対運動と地方自治体の救済措置 

山口  集  ニュージーランドの移民・先住民 

―― メンタルヘルス改善のための自発的社会活動と教育 

若林  慶  台湾における学生運動の系譜とその特徴に関する一考察 

井上 絵瑛  ツイッターに見るインドネシアの政治文化 

―― ジョコ・ウィドドのツイッター写真を事例に 

小林 真也  中国の親族結合に関する心理文化学的考察 

千葉 勇輝  中華人民共和国建国初期の梁漱溟 

中塚 隆太  清末民国期 張嘉璈の鉄道建設論と鉄道政策 

梨本 紫乃  「明治百年」 

―― 大衆社会における多様な歴史観とつくられる歴史像 

野村 俊介  日本社会によるインドシナ難民の受容 

細川 雄矢  台湾の視聴者参加型政論番組 

森下 聖子  朝鮮・琉球 

―― 吉野作造の朝鮮論を題材に被支配民族の「普遍」を問う 

吉村 俊昭  国境画定と日本人の境界 

―― 明治初期小笠原諸島における帰化政策 

 

修士号取得者 

 

櫻井すみれ  「歴史認識問題」と社会運動 

       ―― 多文化共生空間を志向するピースボートの船内空間を中心に 
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榎本 奈美  シリア革命・内戦における女性に対する暴力 

       ―― 拘禁を生き抜いた女性たちの手記を用いて 

安藤健太郎  トルコにおける討議の限界と可能性 

―― アレヴィー・ワークショップの事例から 

江原 聡子  イスラーム期における都市ハランの宗教 

―― イブン・アン = ナディームの『目録の書』を中心に 

崔  智喜  冷戦変容期における日朝関係の展開 

       ―― 国際政治と経済交流に焦点を当てて 

崔  敏敬  韓国における政治変動と日韓関係の展開（1979–1981） 

       ―― 日本の国際情勢認識と対韓認識を中心に 

銭  俊華  香港人のアイデンティティにとっての「日本」 

       ―― 戦争の記憶と記憶の政治 

尹  离娜   日本の総合安全保障政策と「日韓安保経協」 

―― 安全保障と経済協力の連携 

 

博士号取得者 

 

王  琪穎  『東京日日新聞』における勢力均衡論 

       ―― 福地源一郎時代の東アジア外交論 

馮   川  渾沌の死と生 

       ―― 中国農村基層ガバナンスの苦境とその対応（1980–2015） 

草野 泰宏  明治期ヤマトの沖縄イメージの変遷 

内田  力  網野善彦の歴史研究の展開 

       ―― 同時代の歴史論への関与を中心に 

若林  恵  国民国家形成を目指す外山正一（1848–1900）の教育改革と対外認識 

新谷 春乃  独立後カンボジアにおける自国史叙述の展開（1953–2018年） 

白   凛  戦後日本における朝鮮人美術家たちの表現の模索 

       ―― 1945年から1962年まで 

寺島 宏貴  「公議」のメディア史 

       ―― 明治初年の新聞紙面 

緒方 宏海  中国黄海島嶼漁民の人類学 

       ―― 歴史・相互行為・外部環境 

上野 愛実  トルコ共和国における宗教教育政策（1940年代～1970年代） 

       ―― 宗教教育の再開から必修化まで 


